
  

 

 

 

 

適切な意思を尊重するために 

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセス」を考える 
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ACP とは、将来の変化に備え、将来の医療・ケアについて、本人を主体に、その家族等及び医療・ケアチームが繰り返し話し合いを行い、

本人の意思決定を支援するプロセスのことである。本人の意思は変化し得るものであることから、医療関係者より適切な情報提供と説明が

なされた上で、本人を主体にその家族等及び医療・ケアチー ムが繰り返し話し合いを行い、本人の意思を共有しておくことが重要である。

ACP は、 その都度の話し合いを記録し、それを繰り返すプロセスであり、そのことによって最大限本人の意思の実現を図るための手段で

ある。                                       公益社団法人日本医師会 生命倫理懇談会資料より 

ACP 

人生観や価値観を

把握し、十分に話

し合い、話し合っ

た内容を都度文章

にまとめ共有する

こと 

 
多職種カンファレンス IC 

急変の場合、突然愛する

人の死を目の前にし、家

族の混乱や動揺は強いこ

とが予測される。医療者

はこのような家族の心理

を理解し、患者の病状に

ついて説明し、最終的な

意思確認を行う。 

「JRC 蘇生ガイドライン

2020」では、院内心停止症

例に対して『蘇生処置を中断

する信頼性のある基準は 

存在しない』とされていま

す。 


